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付加価値を追求して
より快適で安全な空間づくりに貢献します。

暮らしのあらゆるシーンへ
人に優しい快適を。

家庭に、オフィスに、街の中に。

タチカワブラインドは、

人に優しい快適な環境づくりをお手伝いする

多彩な窓まわり・間仕切製品をお届けいたします。

すべてのお客さまの笑顔のために、

安心して楽しんでいただける空間を提供してまいります。

　当社は1938（昭和13）年に創業し、布製や木製のブラインドの販売から

歩みはじめ、今日では窓まわりの製品のみならず、間仕切や電動の窓まわり

製品などさまざまなインテリア製品の提供を通じて、みなさまの暮らしをより

快適にする空間づくりの提案を続けてまいりました。

　近年、IoTなどの情報通信技術の加速度的な進化や、健康、環境、安心・

安全に対する人々の意識の高まりから、生活様式や経済活動などにおいて、

ますます多様化が進んでいます。当社製品に対してもこうした新しい時代に

対応する機能や品質が求められております。

　このような新時代のニーズに応えるため、当社は長年培ってきた技術力と

経験を活かし、間仕切や電動の窓まわり製品など新しい暮らしをより快適にす

る付加価値の高い製品のラインナップを強化するとともに、小さなお子様や

お年寄りのいるご家庭でも安心してお使いいただける製品づくりに取り組ん

でおります。

　当社は、これからも、窓まわり・間仕切製品のリーディングカンパニーと

して、ご家庭からオフィス・施設まで幅広いお客様の期待と社会の要請に応え

ながら、より快適で、より安全な空間づくりに貢献し、お客様一人ひとりに

ご満足いただけるよう努めてまいります。
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　創業者立川孟美が、出身地・新潟から上京して就職したのは染物屋で

した。就いた仕事は、松やにや、でんぷんを混ぜて作った糊を綿布などに

塗り、本の表紙や布製ブラインドに使う布製品を仕上げるものでした。ここで

培われた技術と信頼をもとに、1938（昭和13）年、「立川工業所」を設立。

今日の立川ブラインド工業創業の瞬間です。

　まもなく日本は戦渦に巻き込まれ、終戦後、東京は廃墟と化しました。しかし、

進駐軍からブラインドの注文が殺到。ブラインドは欧米の人々にとって生活

の一部だったのです。手工業では製造が間に合わないほどの需要で、工業

製品としての事業化の契機となりました。

　1950（昭和25）年頃から高度経済成長が始まり、官民のビル建築ラッシュ

や、生活様式の洋風化により、ブラインドに対するニーズは、さらに高まって

いきました。中でも、創業者が一般住宅への普及を視野に入れ、情熱を注ぎ、

1971（昭和46）年に発売した「シルキー」は、インテリア性を重視した日本初

の25mm幅アルミ圧延スラット(羽根)採用により大ヒット商品となりました。

わずか数色ながら、当時は画期的なカラーラインナップで注目を集め、現在

もその商品ブランドは、当社の主力の一つです。

　時代とともに、人々の暮らしとともに、地道で誠実に取り組んできたモノ

づくり。快適さを追求し続け、社是である「仕事には細心であれ、視野は広大

であれ、理想は高遠であれ」の創業者の精神は、創業から今も受け継がれて

います。

3 4

近年発売の製品
～2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022

1938年5月　

1974年4月　

1974年5月　

1947年１０月

1967年11月

1968年5月

社名を立川ブラインド工業株式会社
へ改称。

部品およびカーテンレールの製造
販売を目的に、現在の立川機工
株式会社（連結子会社）を設立。

滋賀県愛知郡に滋賀工場を建設。
全製品の一貫集中生産を開始。

銀座ショールームを開設。

新潟県北蒲原郡（阿賀野市）に
新潟工場を建設。全国の生産拠点
を滋賀工場と二分化。

立川孟美が東京都台東区柳橋に
布製・木製ブラインドを製造する
有限会社立川工業所を創業。

2015年7月　 東京証券取引所 市場第１部に指定。

2016年11月　広島ショールームを開設。

2018年11月　福岡ショールームを開設。

2022年4月　 東京証券取引所 プライム市場へ移行。

2023年4月　 新宿ショールームを銀座ショールームへ統合。

2023年5月　 関東ショールームを開設。

2011年11月　

2010年12月　

2014年4月　

2009年11月　大阪支店新社屋を建設。

信越ショールームを開設。

中国上海市に上海ショールームを開設。

2012年12月　札幌ショールームを開設。

2013年3月　 新宿ショールームを開設。

横浜ショールームを開設。

2002年7月　

2009年5月　

2002年9月　

2005年5月　

中国国内でのブラインド、間仕切等の
製造販売を目的に、中国上海市に
立川窗飾工業（上海）有限公司（連結
子会社）を設立。

ISO14001新潟工場にて認証を取得。
翌年、滋賀工場へ認証拡大。

文化・芸術の情報発信の場として、
タチカワブラインド銀座スペース オッテ
を開設。（2022年 運営終了）

本社を東京都港区三田（現住所）に
移転。

1989年6月　

1991年2月　

2000年12月　

中国、四国地区の生産拠点として、
広島製作所（呉市）を建設。

ファブリック製品の製造を目的に、
滋賀立川布帛工業株式会社
（連結子会社）を設立。

1993年12月　大阪ショールームを開設。

1994年10月　金沢ショールームを開設。

1996年9月　製品の大型化・電動化に対応
するため、滋賀工場内に高層
生産棟を建設。

1999年5月　仙台、名古屋ショールームを開設。
以降高松にも開設し、住宅市場
への浸透を図る。

ISO9001全社範囲にて認証を
取得。

1976年3月　

1979年11月　

1980年10月　

1984年12月　

1987年10月　

1988年10月　

富士変速機株式会社（連結子
会社）と業務及び資本提携。

北海道地区の生産拠点として、
札幌製作所を建設。

九州地区の生産拠点として、
福岡製作所（飯塚市）を建設。

室内外装品の設計、施工および
販売を目的に、立川装備株式会社
（連結子会社）を設立。

ファブリック製品の製造を目的に、
立川布帛工業株式会社（連結
子会社）を設立。

東京証券取引所市場第２部に
株式を上場。

間 仕 切 類

ブラインド類

カーテンレール他

ブレア

ヒューグライド
ビレッタグライド

プレイス スウィング

シルキーシェイディ RDS
シルキー RDS

パーフェクトシルキー チェーン

フォレティアエグゼ チェーン
アフタービートエグゼ チェーン
ローリーESS クワトロタコスⅡ

パーフェクトシルキー

デュオレ

プレイス

グラデーションブラインド®

ファンティア
ビバーチェ

ゼファー・フィーユ デュオレスリム

モノコムシェイディ

フォレティアエグゼ
アフタービートエグゼ

パーフェクトシルキー
スリーウェイ

トリーチェ（電動）

アルバーノ

フォレティア
シェイディ

シルキーシェイディ

ラルクシールド

ガレア

スマートインテリアシェード
ホームタコス

ティエルモ（電動）

マルティ

透明ロールスクリーン
グロスレス遮熱
スラット

フォレティア
電動
（リニューアル）

2023

パーフェクトシルキー
シルキーRDS
(新カラーラインナップ)

ルミエ

ホームタコス
ブレア・ブレアペア

ホームタコス
「HEMS」対応開始

デュオレ
デュオレスリム
（リニューアル）

ペルレ（リニューアル）
ブレア（リニューアル）
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多くの人々が集まる公共のスペースや多目的ホールや
ホテル…。そこでは多彩な空間づくりや演出が求められ
ます。渋谷ヒカリエや新宿住友ビル三角広場など、その都
市のランドマークとなる建物をはじめとしたさまざまな公
共施設に納入し、確かな快適性を実証しています。

販売は､主に住宅向けと非住宅向けの２つの
販路で展開します。住宅向けの販売については
販売店等を通じて行い、製品の魅力を十分に伝
える効果的な展示のお手伝いなども行います。
また、アフターサービス等のフォローも万全です。

環境にやさしい企業を目指して
全社でISO19001（品質マネジメントシステム）を認証取得するとともに､生産5拠点すべてでISO14001
（環境マネジメントシステム）を認証取得｡ 環境にやさしい企業を目指してモノづくりに取り組んでいます。

安心を届けるタチカワブラインドの安全対策
小さなお子さまのいらっしゃるご家庭や施設にお勧めの｢チャイルドセーフティー製品｣｢チャイルド
セーフティー部品｣､その他事故低減を目的とした部品を｢セーフティー部品」とし､3段階の安全基準を
設けています。

サステナビリティへの取り組み
継続的な成長と持続可能な地球環境・社会を同時に目指すサステナビリティ
経営強化の一環として、サステナビリティ委員会・サステナビリティ推進室を
設置。当社グループでは温室効果ガス排出量を2030年度までに2021年
度比、30%削減する目標設定を行うなど、具体的な取り組みを開始しました。

環境配慮・社会貢献への取り組み

新潟工場・滋賀工場
札幌製作所
広島製作所
福岡製作所

製造本部
技術本部

詳しくは
こちらを

ご覧ください。



ロールスクリーン「ラルクシールド」・タテ型ブラインド「ラインドレープ」
「より豊かな､自分らしい快適な暮らし」をコンセプトに､憧れのライフスタイルを叶える多彩なデザインの生地や、色・質感・
機能性が充実したプレーン生地など、豊富なバリエーションをラインナップ。
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「スマートインテリアシェード ホームタコス」（窓まわりの電動製品）
リモコンやスイッチで操作できる窓まわりの電動製品を豊富にラインナップしています。
手の届かない窓、複数ある窓、大きな窓でもラクラク操作。おうち時間をもっと快適にします。

プリーツスクリーン「ペルレ ダブル」
ドレープ・レースの2枚の生地を前後に配置し、生地の切り替えができるプリーツスクリーン。すっきり
とした見た目の美しさと、カーテンのようにドレープとレースを使い分けて調光できる機能性を両立
しています。

タチカワブラインドの製品は、すべて「人にやさしく快適であること」をコンセプト
につくられています。
主力製品であるやわらかな光を演出するヨコ型ブラインド「パーフェクトシルキー」
をはじめ、ロールスクリーン「ラルクシールド」やタテ型ブラインド「ラインドレープ」
など豊富なラインナップで窓辺を個性的に演出します。また、IoTにも対応する
スマートインテリアシェード ホームタコスシリーズや用途に応じて空間を使い分け
ることができる間仕切「プレイス」「プレイス スウィング」など多彩に展開してい
ます。
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読売テレビ 新社屋

働き方改革が進められる中、オフィスは安全性や省エネはもとより、魅力的で快適
な空間づくりが求められています。
遮蔽性に優れた高遮蔽ブラインドは、 光漏れを低減させ、空調負荷低減に貢献し
ます。また、直遮光を遮りながら、昼光利用を行う自動ブラインド制御で、照明負荷
低減に貢献します。
最新の次世代型電動ヨコ型ブラインド（上下分割制御）では上部と下部で異なる角
度に設定が可能なので、遮蔽性能を備えながら、昼光利用ができ、眺望を確保する
ことが可能となっています。
近年のオフィスビルではこのような高機能ブラインドの採用が進んでおり、電動ブ
ラインドをパソコンで一括管理します。 最適な日射制御を図りながら、眺望を確
保。 オプションで絵文字制御やビル影制御などにも対応可能です。
タチカワブラインドの製品はさまざまなニーズに対応できる製品をラインナップし
ています。

ブラインドやロールスクリーンは、遮光・採光装置として、快適な光環境を作ります。
また､ オフィスの断熱効率を上げ、空調負荷低減に寄与します。
2019年に完成した「読売テレビ新社屋」や2022年に完成した「東京ミッドタウン
八重洲」には電動のヨコ型ブラインドやロールスクリーンを納入。「飯田橋グラン・
ブルーム｣（2014年）や「東京ミッドタウン日比谷｣（2018年）のオフィスでは､自動
制御ブラインドを納入し､屋上に設置された当社独自の次世代型晴曇判断センサー
「ソラミ」を用いて晴天・曇天を高精度で判断、ブラインドのスラットの開閉を自動
制御し､空調負荷の低減や安定した自然採光の取り入れを実現しています｡
今後も快適性と環境に配慮した製品を提供し､持続可能な社会の実現に貢献して
いきます。

〔オフィス〕電動ヨコ型ブラインド「ローリーESSクワトロ35タコスⅡ（上下分割制御）」
ブラインドの基本操作に加え、スラットを上部と下部で異なる角度に設定可能。「光」・「熱」・「視線」をコントロールし、省エネと
快適性向上を実現。執務者の概日リズム（サーカディアンリズム）を整えることで、生産性の高いオフィスづくりに貢献します。

所在 ： 大阪市中央区
竣工 ： 2019年1月
主な納入製品 ： 電動ヨコ型ブラインド｢ローリーESS半外装タコスⅡ」、
　　　　　　　電動ロールスクリーン 他

東京ミッドタウン八重洲

所在 ： 東京都中央区
竣工 ： 2022年8月
主な納入製品 ： 電動ヨコ型ブラインド「ローリーESSタコスⅡ」、

電動ロールスクリーン
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2012年に完成した「渋谷ヒカリエ」文化施設エリアには、特殊仕様の電動ロールス
クリーンを納入。2020年には、国内最大級の複合MICE※施設パシフィコ横浜内に
開業した「横浜みなとみらい国際コンベンションセンター（通称：パシフィコ横浜ノ
ース）」に、電動ロールスクリーンや電動カーテンレールを納入しています。
また、同年、リニューアルした「新宿住友ビル」の低層部に新設された、国内最大級
の全天候型イベント空間「三角広場」に電動ロールスクリーンを納入。ガラスで覆わ
れた大屋根は、天候やイベントの進行に合わせて､電動ロールスクリーンが開閉す
るなど、さまざまな建築物や公共施設に実績があります。

※MICEとは、Meeting（企業ミーティング）、Incentive Travel（報奨・研修旅行）、Convention（国際会議）、
　Exhibition/Event（展示会/イベント）の頭文字をとったビジネスイベントの総称。

コンベンションセンターなどの大規模な施設には、 全館自動制御等も可能な電動
ブラインド。店舗や商業施設などには、格調高く空間を演出するロールスクリーン
やプリーツスクリーン。教育施設や医療･福祉施設には多目的に空間を効率的に仕
切る、間仕切「プレイス」「プレイス スウィング」など、タチカワブラインドは用途に
応じて信頼される製品を幅広く提供しています。

〔教育・医療施設〕ロールスクリーン「ラルクシールド」
抗ウイルス・制菌加工生地「ポルテⅡ」は、防炎性能も有しているため、病院や学校、商業施設や店舗、
オフィスなど防炎性能が求められる場所でも安心してご使用いただけます。

〔福祉施設〕間仕切「プレイス」（格納方式： 折戸＋出入りの方法： 引戸）
大部屋を仕切って個室のようにリフォーム。普段は引戸として使用でき、車椅子などでも出入りがスムー
ズです。パネルを折りたたむこともできるので、レイアウト変更や家具・設備の入れ替えも可能です。

新宿住友ビル三角広場

所在 ： 東京都新宿区
竣工 ： 2020年6月
主な納入製品 ： 電動ロールスクリーン 特殊



ショールーム・ディスプレイスペース・支店／工場

北海道

宮城県

千葉県

愛知県

石川県

香川県

広島県

福岡県

大阪府

新潟県

岐阜県

プライム市場
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ショールーム・
ディスプレイスペース
支 店
営 業 所
工 場
製 作 所

名古屋支店・ショールーム

札幌支店・ショールーム

仙台支店・ショールーム

関東支店・ショールーム

信越支店・ディスプレイスペース

横浜支店・ショールーム

金沢支店・ディスプレイスペース

大阪支店・ショールーム

高松支店・ディスプレイスペース

広島支店・ショールーム

福岡支店・ショールーム

埼玉県さいたま市北区大成町4-80-1〒331-0815

（★金沢
　ディスプレイ
　スペース）

岐阜営業所

（★高松ディスプレイスペース）

（★関東ショールーム）

（★信越ディスプレイスペース）

神奈川県

（★大阪ショールーム）

（　中大阪営業所）
（　北大阪営業所）

（　城南営業所）
（　東京営業所）

（★広島ショールーム）

（★福岡ショールーム）

（★横浜
     ショールーム）

（■東京法人支店）

連結412億9,610万円
単体311億1,212万円

三井住友銀行　他

（2022年度）

東京法人支店
03-5484-6160

連結1,269名、単体808名（2022年12月31日現在)

1938年5月30日
1947年10月22日（株式会社改組）

ブラインド、間仕切、その他建築材料、および室内外装品等の輸出入販売

静岡営業所

代表取締役会長
代表取締役社長 池崎 久也

本社
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